
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

ぞう組おたより 
２０２５年度 9 月号 

尚徳福祉会 生麦保育園 

 

 日中はまだ太陽の日差しも強く、夏の名残を感じますが、空の色や雲の形、吹く風に秋の訪れを感じ

る季節になりました。セミの声から虫の声に変わる中、子どもたちは変わらず元気いっぱいに遊んでい

ます。暑さ指数が高く、熱中症アラートが発令される日々が続き、思うように水遊びやプール遊びがで

きませんでした。その中でも、短時間に限りテラスで水遊びをしたり、色水遊びをしたりして夏ならで

はの遊びを存分に楽しみました！ 

今後も残暑が続くとのことですので、気持ちを発散させながら、室内遊びでの活動を豊富にしてい

き、気温が下がった日には大好きな外遊びも加えてすごしていきたいと考えております♪ 

運動会に向けた練習が始まりました！ 

保育園での最後の運動会、今年はクラス

のみんなで力を合わせて演技を行う種目

が多くあります。演技練習に使用する 

通称ボンボンも自分たちで作りました。 

練習を進めていくと、「ここはこうしよ

うよ」と子どもたちからも提案がありま

した。子どもたちの意見を取り入れなが

ら作っていく様子が、とてもぞう組らし

いなと思い、こちらもワクワクが止まり

ません！みんなでひとつになり作り上げ

ていく最後の運動会。楽しみにしていて

くださいね♪ 

うちわの制作で、綿棒を使用し花火を表現しました。思い思いに花火をイメージして、制作を進めてい

く子どもたち。うちわが完成すると、使用した綿棒が気になる様子でした。「この綿棒、なんだかもったい

ないね」との声が。昨年、おたのしみ会で『もったいない』について劇をしてから子どもたちの       

中に、もったいない精神が根付いているようです。保育者がその声を聞き、これを使ってまた花火の 

制作に活用してみるか尋ねてみました。すると、「やってみたい！」と目をキラキラとさせています。 

綿棒を余った絵の具に浸し、色を付けて、それを花火に見立てて季節の制作としました！自分だけの 

花火を描いてみようということで真ん中には自分の姿をペタ♪「人間花火～！」と嬉しそうでした。 

 

たのしかった水遊び 

みんな大好き水遊び！今年も異常気象により思うようにプ

ール遊びができませんでしたが、プールとテラスでの水遊

びを大いに楽しみました！プール遊び・水遊びができると

なるとみんなのテンションが一気に上がります♪お着替え

も、ぞう組になるととても早くなり、「新しいお洋服は椅子

の上、汚れ物袋は椅子の下、タオルはカゴの中」と確認し

てからそれぞれが準備に取り掛かります。 

 いざ、入水！「つめたぁ～い！」と嬉しそうな声が飛び

交います。お友だちと水を掛け合ったり、プール専用のお

もちゃで遊んだり、保育者に水を掛けたりととても喜んで

遊んでいました！テラスでの水遊びでは、水鉄砲でどこま

で飛ばせるか競い合う子や、コップに水をたくさんいれて

ジュース屋さんになりきる子など様々でした。プール遊び

が終わったら次は雪遊びだね♪なんて気が早い声も聞こえ

てきましたよ。 

毎日のプールカードの記入、プール着のご用意のご協力あ

りがとうございました。 


